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淳
豐
堂　

吉
田 

昭
二

第
40
回

洛
外
閑
話

洛
外
閑
話

「
對
泉
家
　
魁
　
文
楼
田
元
成
」

―
―
上
袋
は
消
え
る
―
―

　

最
近
、
二
組
の
『
對つ

い

泉せ
ん

譜ぷ

』
を
拝
見
す

る
機
会
が
あ
り
、
そ
の
中
の
一
冊
に
、
面

白
い
も
の
が
挟
み
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
の

で
、
こ
の
機
会
に
、
そ
の
著
者
と
本
自
体

と
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
『
對
泉
譜
』
は
化
政
期
に
前
集
と
後
集
の

二
冊
が
発
行
さ
れ
た
書
籍
で
す
（
写
真
①
）。

　

N
H
K
の
大
河
ド
ラ
マ
「
べ
ら
ぼ
う
」

の
主
要
な
舞
台
に
も
な
り
、
登
場
人
物
の

一
人
で
も
あ
っ
た
江
戸
・
新
吉
原
の
妓
楼

「
大
文
字
楼
」
の
二
代
目
当
主
で
あ
る
村

田
市
兵
衛
（
元も

と

成な
り

）
と
、
載
陽
堂
・
大
邨

成
富
と
の
共
著
と
し
て
出
版
さ
れ
た
中
国

北
宋
期
貨
幣
の
専
門
分
類
譜
で
し
た
。

　

冗
長
に
な
り
ま
す
が
少
し
説
明
を
加
え

ま
す
と
、
北
宋
期
の
貨
幣
に
は
、
歴
代
皇

帝
の
も
と
で
年
号
が
制
定
さ
れ
ま
す
と
、

多
く
の
場
合
、
そ
の
年
号
が
記
さ
れ
る
か
、

ま
た
は
国
号
の
「
宋
」
を
配
し
た
貨
幣
が

鋳
造
さ
れ
た
の
で
す
。
例
え
ば
第
四
代
仁

の
難な

に
わ波

（
現
、
大
阪
）
に
現
れ
た
の
で
す
。

　

而
唐
は
そ
の
組
み
合
わ
せ
に
は
約
束
が

あ
り
、
錢
の
外
縁
の
廣
狭
、
内
穿
の
大
小
、

郭
の
細
濶
に
谷
地
の
深
浅
、
凹
凸
な
ど
錢

躰
両
面
に
は
同
じ
特
徴
が
あ
り
、
何
よ
り

も
、
文
字
自
体
が
錢
面
上
に
位
置
す
る
場

所
の
変
化
な
ど
、
多
角
的
に
貨
幣
を
眺
め

ま
す
と
同
じ
製
作
で
あ
る
こ
と
に
思
い
至

り
ま
し
た
。

　

宋
錢
の
大
部
分
が
「
真
・
篆
」
の
組
み

合
わ
せ
で
造
ら
れ
た
と
考
え
た
彼
は
、「
楷

書
」「
隷
書
」
を
「
真
書
類
」
と
し
、「
篆

書
」
を
「
篆
書
類
」
と
看
て
、
そ
の
「
真
・

宗
は
一
〇
二
三
年
に
天
聖
と
改
元
し
て
、

そ
の
年
号
を
表
記
し
た
「
天て

ん

聖せ
い

元げ
ん

寶ぽ
う

」
を

鋳
造
し
て
い
ま
す
か
ら
、
こ
れ
を
「
記
年

錢
」
と
呼
び
ま
す
。
ま
た
第
八
代
徽
宗
は
、

一
一
〇
一
年
に
建
中
靖
国
と
改
元
し
て

〝
聖せ

い

宋そ
う

元げ
ん

寶ぽ
う

〟
を
発
行
し
、こ
れ
に
は
「
宋
」

の
文
字
が
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
か
ら
「
国

号
錢
」
と
呼
ぶ
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
貨
幣
を
鋳
造
す
る
錢せ

ん

監か
ん

（
造
幣
局
に
当
た
り
ま
す
）
で
は
、
貨
幣

の
錢
面
の
「
〇
〇
元
寶
」「
〇
〇
通
寶
」

の
「
〇
〇
」
に
当
た
る
部
分
に
、
記
年
な

り
国
号
を
配
し
た
の
で
す
。
そ
し
て
同
時

期
に
鋳
造
さ
れ
る
貨
幣
は
、
各
錢
監
独
自

の
技
術
や
製
法
、
用
い
る
原
材
料
の
銅
、

そ
し
て
配
合
さ
れ
る
錫
、
鉛
や
少
量
の
不

純
物
、
鋳
砂
な
ど
に
よ
っ
て
独
自
な
仕
上

が
り
と
な
り
、
何
よ
り
も
、
そ
こ
に
記
さ

れ
て
い
る
「
錢
文
」
は
同
じ
で
は
な
く
、

そ
の
錢
文
に
は
「
楷
書
」「
隷
書
」「
篆
書
」

な
ど
で
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

宋
錢
に
は
「
楷
書
」
と
「
篆
書
」、「
隷
書
」

と
「
篆
書
」
と
い
う
組
み
合
わ
せ
で
鋳
造

さ
れ
た
も
の
ら
し
い
と
気
付
い
た
安
田
而じ

唐と
う

が
、
寛
政
年
間
（
一
七
八
九
〜
）
こ
ろ

篆
」
は
同
一
錢
監
内
で
同
時
に
鋳
造
さ
れ
、

そ
れ
を
「
対つ

い

錢せ
ん

」
と
名
付
け
て
、
そ
の
組

み
合
わ
せ
を
考
え
、
そ
れ
ぞ
れ
に
名
前
を

付
け
て
分
類
し
、
そ
の
存
在
数
に
ま
で
想

い
を
巡
ら
せ
て
選
択
に
取
り
組
ん
だ
の
で

す
。

　

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
宋
錢
に
〝
固

有
名
詞
〟
を
与
え
、
存
在
数
の
多
寡
を
位

付
け
と
し
て
〝
数
字
〟
で
評
価
し
、
そ
れ

を
分
類
の
要
諦
と
し
た
と
こ
ろ
で
す
（
写

真
②
）。

　

こ
の
発
想
は
、
日
本
の
先
人
が
編
み
出

し
た
独
創
的
な
着
想
で
あ
り
、
宋
錢
に
限

　当時とすれば対錢分類の最高傑作として、自他ともに許す存
在だったでしょうが、その座を『符合泉志』に奪われます。
　彫り込まれている錢図は、拓本を用いて真に迫ろうとしては
いますが、『符合泉志』の尾張京町「彫工　中村屋次助」との
力量の差は歴然です。

写真①　『對泉譜』　前集・後集


